
平成２３年度東海・北陸地区国立大学法人等技術職員合同研修 

（物理・化学コース）参加報告 

三重大学工学部工学研究科技術部   

梅田直明 

umeda@elec.mie-u.ac.jp 

 

１．はじめに 

平成２３年８月３１日～９月２日の日程で国立大学法人名古屋工業大学にて行われた平成２３年度

東海・北陸地区国立大学法人等技術職員合同研修（物理・化学コース）に参加したため報告を行う。 

 

２．研修内容 

研修１日目は開講式、４つの講義、受講生プレ 

ゼンテーション、意見交換会という内容であった。 

受講生プレゼンテーションは日常業務をテーマに 

して１人１，２分程度のポスター概要説明があり、 

その後、２部構成（前半後半）のポスターセッシ 

ョンが行われた。 

研修２日目には A～G までの７コースの実習が 

用意されており、１コースの受講者数は１～３名 

であった。著者はあらかじめ事前に希望をしてい 

た Fコース「X 線光電子分光法による深さ方向分 

析と帯電補正の試み」に参加した。実習は Arイオ 

ンスパッタによる SiO2/Si材料のエッチングレート 

の算出および装置の帯電中和機能を用いた帯電補 

償・補正という内容であった。 

研修３日目は午前中に２日目の実習内容をプレ 

ゼンテーション資料としてパワーポイントでまと 

めて、午後に各コースによる実習報告、閉会式と 

続き３日間の研修を終えた。 

今回の研修の感想は実習が各種装置による分析 

に特化していたため、１５機関２１名の受講生の 

ほとんどが日常業務で何らかの分析に携わってい 

るようであった。また、１日目の受講生プレゼン 

テーションや３日目の実習報告が研修内容に組み 

込まれており、従来の受講生が受け身の研修から脱却した内容と感じた。 
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